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1月 の暖冬傾向から一変 して、中旬からは本

格的な冬となりました。現在スムーズな交通を

確保するために除雪隊が活動中で、雪が多い日

は日没 まで作業が続 く日もあるそうです。

除雪隊は村道を中心に除雪作業を行っており、

3月 上旬までの活動予定となっています。
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く み 介護保険法成立しの度

「長
寿
を
め
ざ
し
た
福
祉
社
会
」か
ら

「長
寿
を
喜
ぶ
こ
と
の
で
き
る
社
会
」
へ

老
人
介
護
に
対
す
る
社
会
的
な
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
介
護
保

険
法
が
昨
年
十

二
月
の
臨
時
国
会
で
成
立
し
ま
し
た
。
今
回
は
平
成
十
二
年
に
ス
タ
ー

ト
す
る
介
護
保
険
法
に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■人口及び高齢化率の推移

介
護
保
険
制
度
の

ね

ら

い

一
。
本

格

的

な
高

齢

社

会

の
到

来

で

介

護

を

必

要
と

す

る
方

は
急
速

に
増

加

し

、
そ

の
程
度

も
重

度

化

。
長
期

化

し

ま
す

。

①

介

護

を

必

要

と
す

る
方

の
増
加

②
介
護
の
重
度
化

・
長
期
化

・
六
十
五
歳
以
上
の
死
亡
者
の
二
人

に

一
人
が
死
亡
六
ヵ
月
前
か
ら
寝
た

き
り
ま
た
は
虚
弱
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
寝
た
き
り
の
方
の
二
人
に

一
人
が

三
年
以
上
寝
た
き
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。
③
介
護
す
る
方
も
高
齢
化

・
家
庭
で
介
護
す
る
方
の
五
割
以
上

が
六
十
五
歳
以
上
で
す
。

二
．
家
族
機
能
等
の
変
化
で
家
庭
の

介
護
力
が
弱
ま
っ
て
い
ま
す
。

①
家
庭
で
介
護
す
る
方
の
九
割
は
女

性
で
す
。

②
高
齢
者
と
そ
の
子
ど
も
と
の
同
居

率
は
低
下
し
て
い
ま
す
。

③
女
性
の
社
会
進
出
が
進
み
、
女
性

の
就
労
率
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

三
．
国
民
の
介
護
へ
の
不
安
が
高
ま

高
齢
期
の
主
な
不
安
の
内
容
は
、

二
人
に

一
人
が
、
「自
分
や
配
偶
者
が

寝
た
き
り
や
痴
呆
で
介
護
が
必
要
に

な
っ
た
と
き
の
こ
と
」
と
答
え
て
い

ま
す
。

四
．
介
護
保
険
の
目
指
す
も
の
。

①
利
用
者
が
、
自
由
に
サ
ー
ビ
ス
を

選
択
し
て
利
用
で
き
る
仕
組
み
で
す
。

②
介
護
に
関
す
る
福
祉
と
医
療
の
サ

ー
ビ
ス
を
総
合
的

・
一
体
的
に
提
供

し
ま
す
。

③
画

一
的
で
な
く
、
多
様
で
効
率
的

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

④
社
会
的
入
院
の
是
正
な
ど
に
よ
り
、

医
療
費
の
ム
ダ
を
解
消
し
ま
す
。

五
．
介
護
保
険
は
、
現
行
制
度
に
比

べ
費
用
を
効
率
化
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
社
会
保
障
の
構
造
改
革
の
道

筋
を
つ
け
る
第

一
歩
と
な
り
ま
す
。

・
少
子
高
齢
社
会
に
向
け
て
、
社
会

保
障
制
度
を
再
構
築
し
、
国
民
負
担

の
増
大
を
抑
制
し
ま
す
。

・
医
療
保
険
改
革
の

一
環
と
し
て
、

医
療
保
険
か
ら
介
護
部
分
を
切
り
離

し
、
効
率
化
し
ま
す
。

・
現
行
制
度
の
負
担
の
不
均
衡
を
是

(高 齢者人□)     (要 介■者数)

年金から
天弓|き

珊
轟
目動一蟻一肛

かかる費 ,用の91割を負担

拍
樽
口
全
国
プ
ー
ル
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剛８
介 護 保 険 制

介護サ■|ビスに

正
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
に
も
無

理
の
な
い
範
囲
で
保
険
料
や
利
用
料

を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

六
．
民
間
活
力
を
活
用
し
ま
す
。

・
民
間
事
業
者
や
農
協
、
住
民
参
加

の
非
営
利
組
織
な
ど
多
種
多
様
な
事

業
主
体
の
参
加
に
よ
り
、
民
間
活
力

を
活
用
し
ま
す
。

ｏ
有
料
老
人
ホ
ー
ム
で
も
介
護
保
険

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
介
護
を
必
要
と
す
る

人
の
増
加
に
対
し
家
庭
の
介
護
力
が

弱
く
な
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
こ

れ
ま
で
の
制
度
に
よ
る
老
人
福
祉
に

は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
介
護

に
関
す
る
国
民
の
不
安
に
対
応
す
る

た
め
に
、
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え

る
こ
と
に
し
ま
す
。
こ
れ
よ
り
福
祉

と
医
療
に
分
か
れ
て
い
る
高
齢
者
の

介
護
に
関
す
る
制
度
を
再
編
成
し
、

利
用
し
や
す
く
、
公
平
で
、
効
率
的

な
社
会
支
援
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

こ
と
が
介
護
保
険
制
度
の
目
的
で
す
。

介
護
保
険
制
度
の

ポ
イ
ン
ト

支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

・
被
保
険
者
及
び
サ
ー
ビ
ス
の
受
給

者
は
四
十
歳
以
上
の
方
で
す
。

・
保
険
給
付
は
、
保
険
者
に
よ
る
適

切
な
要
介
護
認
定
を
受
け
た
う
え
で

在
宅

・
施
設
両
面
に
わ
た
る
介
護
サ

ー
ビ
ス
が
計
画
的
に
提
供
さ
れ
ま
す
。

・
公
費
の
負
担
は
給
付
費
の
三
分
の

一
で
、
利
用
者
負
担
は
、
費
用
の
一

割
で
す
。
施
設
の
場
合
の
食
費
は
利

用
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

・
六
十
五
歳
以
上
の
被
保
険
者

（第

一
号
被
保
険
者
）
の
保
険
料
は
、
年

金
保
険
者
に
よ
る
特
別
徴
収

（天
引

き
）
を
行
う
ほ
か
、
天
引
き
が
困
難

な
方
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
が
徴
収

し
ま
す
。

・
四
十
～
六
十
四
歳
の
被
保
険
者

（第
二
号
被
保
険
者
）
の
保
険
料
は
、

医
療
保
険
者
が
徹
収
の
う
え

一
括
し

て
納
付
し
、
全
国
プ
ー
ル
し
た
も
の

を
市
町
村
に
配
分
し
ま
す
。

・
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
施
行
日
は
平
成

十

一
年
度
か
ら
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
は

平
成
十
三
年
度
を
目
途
と
し
ま
す
。

・
法
律
施
行
後
の
推
移
や
状
況
変
化

を
踏
ま
え
、
被
保
険
者
の
範
囲
、
保

険
料
の
在
り
方
等
を
含
め
介
護
保
険

・
保
険
者
は
市
町
村
で
す
。
国
、
都
　
　
制
度
全
般
に
つ
い
て
必
要
な
検
討
を

道
府
県
等
が
共
同
で
支
え
る
重
層
的
　
　
行
い
ま
す
。

な
制
度
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
、
市
町
村
に
お
け
る
具
体
的

・
市
町
村
の
連
合
組
織

（国
民
健
康
　
　
な
内
容
に
つ
い
て
は
決
ま
り
次
第
広

保
険
団
体
連
合
会
）
に
お
い
て
財
政
　
　
報
誌
上
、
も
し
く
は
冊
子
で
紹
介
し

支
援
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
市
町
村
　
　
て
い
く
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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加
入
率
達
成
に
よ
り
受
賞

青
森
県
交
通
災
害
共
済

こ
の
度
県
内
で
各
美
術
展
が
開
催

さ
れ
、
審
査
の
結
果
市
浦
村
か
ら
出

展
さ
れ
た
多
く
の
作
品
が
入
賞
を
果

子
ど
も
に
よ
る
美
術
展
の
審
査
は
、

表
面
上
の
上
手

・
下
手
よ
り
、
子
ど

も
た
ち
が
形
に
と
ら
わ
れ
な
い
そ
れ

ぞ
れ
の
想
像
力
を
発
揮
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
手
法
で
語
り
か
け
て
い
る
作
品

に
重
点
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
な
お

入
選
以
上
の
受
賞
者
は
次
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

第
六
十
五
回
東
奥
美
術
展

絵
画
の
部

▽
推
　
奨

小
寺

▽
入
　
選

秋
田
谷

版
画
の
部

▽
入
　
選

（青
森
県
議
会
議
長
賞
）

志
瑞
也
く
ん

（相
内
保
）

尚
く
ん

（相
内
保
）

菜
々
子
さ
ん

（相
内
保
）

中

村
　
裕

汰
く
ん

⌒相
内
保
）

大

澤
　
憂

花
さ
ん

⌒相
内
保
）

第
十
九
回
サ
ン
ロ
ー
ド
青
森

夏
休
み
子
供
絵
画
展

▽
青
森
テ
レ
ビ
報
道
制
作
局
長
賞

岡
　
　
　
　
悟
く
ん

⌒太
田
小
）

幼
稚
園

・
保
育
園
の
部

▽
銀
　
賞

秋
田
谷
　
　
尚
く
ん

⌒相
内
保
）

▽
入
　
選

土

岐
　
亮

輔
く
ん

⌒太
田
保
）

工

藤
　
康

敬
く
ん

（相
内
保
）

佐

藤
　
之

彦
く
ん

⌒十
三
保
）

小
学
校
低
学
年
の
部

▽
銀
　
賞

奈

良
　
朋

弥
く
ん

⌒大
田
小
）

小
学
校
中
学
年
の
部

▽
入
　
選

長

利
　
美

聡
さ
ん

⌒大
田
小
）

小
学
校
高
学
年
の
部

▽
入
　
選

岡
　
　
　
　
実
く
ん

⌒大
田
小
）

第
四
十
七
回
全
日
本
年
賀
状
版
画

・

絵
手
紙
コ
ン
ク
ー
ル
東
北
地
方

審
査
会

版
画
の
部

青
森
県
交
通
災
害
共
済
組
合
で
は
、

た
だ
今
平
成
十
年
度
の
加
入
申
し
込

み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
さ
か

の
時
に
備
え
て
ぜ
ひ
加
入
さ
れ
る
よ

う
お
勧
め
し
ま
す
。
な
お
、
市
浦
村

内
で
は
相
内
婦
人
会
、
十
三
保
育
所

が
加
入
率
百
パ
ー
セ
ン
ト
を
三
回
達

成
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
特
別
表
彰
を
、

脇
元
保
育
所
が
加
入
率
百
パ
ー
セ
ン

ト
達
成
に
よ
っ
て
団
体
表
彰
を
受
賞
。

相
内
小
学
校
が
加
入
率
九
十
五
パ
ー

セ
ン
ト
達
成
に
よ
っ
て
感
謝
状
を
受

賞
し
ま
し
た
。

お
問
合
せ
先

¨
役
場
総
務
課
ま
で

賞
お
め
て
と
う

市
浦
村
よ
り
各
美
術
展
で
入
賞

▽
青
森
県
教
育
長
賞

佐

藤
　
方

俊
く
ん

⌒相
内
保
）

絵
手
紙
の
部

▽
青
森
放
送
賞

一二
浦
　
嘉

乃
さ
ん

⌒相
内
保
）

含
員
同
士
の
協
力
を
強
化

脇
元
出
稼
組
合

出
稼
ぎ
者
の
連
絡
協
調
を
図
り
、　
　
　
的
に
脇
元
出
稼
組
合
が
昭
和
四
十
年

組
合
員
の
福
祉
と
生
活
の
向
上
を
目
　
　
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
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今
年
の
総
会
は

一
月
三
日
脇
元
公

民
館
で
行
わ
れ
、
組
合
員
二
十
五
名

と
村
側
か
ら
工
藤
助
役
と
三
和
住
民

福
祉
課
長
が
出
席
し
ま
し
た
。
総
会

で
は
組
合
員
同
士
の
情
報
交
換
を
始

め
と
し
た
平
成
十
年
度
の
活
動
計
画

や
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

脇
元
出
稼
組
合
の
新
役
員
は
次
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

生
活
環
境
の
向
上
を
目
指
し
て

市
浦
村
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会

こ
の
度
廃
棄
物
の
減
量
に
関
し
、
　
　
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
会
長

・

住
民
の
自
主
的
な
活
動
を
図
り
、
村
　
　
副
会
長
の
選
出
が
行
わ
れ
、
会
長
に

民
の
生
活
環
境
の
保
全
と
公
衆
衛
生
　
　
川
口
定
雄
さ
ん
、
副
会
長
に
小
山
あ

の
向
上
を
目
的
と
し
て

「市
浦
村
廃
　
　
ぐ
り
さ
ん
と
な
り
ま
し
た
。

棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
」
が
組
織
　
　
　
今
後
市
浦
村
廃
棄
物
減
量
等
推
進

さ
れ
ま
し
た
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
審
議
会
で
は
、
廃
棄
物
の
減
量

・
リ

組
織
会
は

一
月
三
十
日
役
場
第
ニ
　
　
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て

会
議
室
で
行
わ
れ
、
高
松
村
長
よ
り
　
　
い
く
予
定
で
す
。

「市
浦
村
で
行
わ

れ
て
い
る
廃
棄
物

処
理
の
方
式
で
は

現
代
の
基
準
に
適

お
り
、
抜
本
的
な

改
革
が
必
要
で
あ

も
住
民

一
人

一
人

の
理
解
と
協
力
が

必
要
と
な
っ
て
い

る
。」
と
挨
拶
が
あ

り
、
村
長
か
ら
各

委
員
に
委
嘱
状
が

組

ム
ロ
長

副
組
合
長

事
務
局
長

兼

正
し
い

一
一
〇
番
通
報
を
呼
び
か
け
る

～
園
児
が
一
日
警
察
官
を
体
験
～

一
月

十

日
・一
・
一

ノ
国
保
育
爛

二年
　
　

ンヽ
を

い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
に
く
ば

長
組
の
中
田
光
星
く
ん
と
山
口
璃
瑚
　
　
り
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
ま
し
た
。

ち

ゃ
ん
が

一
一
〇
番

の
日
に
ち
な
ん
　
　
　
一
一人
は
そ
れ
ぞ
れ
、
「
寒
く
て
大
変

で

「
一
日
チ
ビ

ッ
子
警
察
官
」
を
務
　
　
だ

っ
た
け
ど
、
う
れ
し
か

っ
た
。
」
、

め
、
正
し

い

一
一
〇
番
通
報
の
方
法
　
　
「
ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
。」
と

一
日
警

や
積
極
的
な
利
用
を
呼
び
か
け
ま
し
　
　
察
官
を
体
験
し
て
の
感
想
を
満
面
の

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笑
み
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

警
察
官
の
制
服

二
人
に
、
江
差
警

察
署
長
か
ら
の
委

嘱
状
が
上
ノ
国
駐

在
所
で
手
渡
さ
れ
、

早
速
パ
ト
カ
ー
に

乗

っ
て
建
設
業
社

や
商
店
を
訪
間
。

か
わ

い
ら
し

い
警

察
官
は
、
「
い
つ
、

ど
こ
で
、
何
が
あ

一
〇
番
通
報
の
ポ

ず

り
電
話
は
絶
対

と
書
か
れ
た
チ
ラ

友
好
町
村
だ
よ
り
⑩

か
み
の
＜
に

情
報
ラ
ン
ド

市浦村廃棄物減童等推進審議会萎負

380-
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∠、

成
衡

の
七
十
騎
の
計
画
に
よ

っ
て
、
秀
衡

の

一
の
木
戸
が
破
ら
れ
、
難
攻
不
落
と

い
わ

れ
た
金
沢
の
柵
の

一
部
が
破
壊
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
三
か
所

の
櫓
に
火
を
放

っ
て
焼

い
た

こ
の
火
の
手
を
見
た
源
家
の
三
万
の
軍
は
、

「
そ
れ
、
成
衡

の
合
図
だ
」
と
ド

ッ
と
と
き

の
声
を
上
げ
て
、
我
先
に
と
攻
め
入
り
ま
し

の
二
百
騎
で
し
た
。

城
中
の
諸
方
を
護

っ
て
い
た
秀
衡
軍
も
こ

の
掘
手

（裏
門
）
に
集
ま

っ
て
こ
こ
を
先
途
と

＞
鬼
切

・
蜘
妹
切
の
霊
剣
に
よ
っ
て
義
家
の

病
気
平
癒
す
る

『前
太
平
記
』
所
収

防
ぎ
戦

い
ま
し
た
。
成
衡
が
戦
死
し
た
の
は

こ
の
時
で
し
た
。
こ
の
掘
手

の

一
の
木
戸
内

は
と
て
も
狭
く
兵
五
百
騎
で
攻
入
る
道
が
な

く
、
左
右
は
険
し

い
岸
壁
に
な

っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
大
勢
で
攻
め
る
こ
と
が
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
。

三
浦
が
退
く
の
に
代
わ

っ
て
大
宅
光
房
が

百
余
騎
で
攻
入
り
戦

い
ま
す
。
こ
の
日
は
風

も
吹
か
な
か

っ
た
の
で
、　
一
の
本
戸
の
三
か

所

の
櫓
の
火
も
よ
う
や
く
消
え
て
し
ま

い
ま

し
た
。
攻
め
口
が
狭
く
、
防
ぐ
兵
は
多
く
、

進
退
自
由
が
き
か
な

い
の
で
大
宅
光
房
も
し

ば
ら
く
戦

っ
て
退
く
有
様
で
し
た
。

こ
こ
に
武
蔵

の
国
の
住
人
相
馬
五
郎
と
名

乗

っ
て
十
余
騎
で
攻
入

っ
た
勇
士
が
あ
り
ま

し
た
が
、
暗
さ
は
く
ら
し
案
内
も
知
ら
ず
忽

ち
秀
衡

の
多
勢
に
取
り
囲
ま
れ
痛
手
を
う
け

危
う

い
所
に
、
ち
ょ
う
ど
秩
父
十
郎
武
綱
が

三
百
余
騎
で
攻
入

っ
た
の
で
助
け
ら
れ
て
木

戸
の
外

へ
運
ば
れ
命
拾

い
を
し
ま
し
た
。
武

こ
の
よ
う
な
戦

い
が
翌
日
の
晩
景
ま
で
繰

返
さ
れ
ま
し
た
が
、
と
う
と
う
木
戸
が
閉
ざ

さ
れ
、
櫓

の
上
か
ら
弩
弓
で
盛
ん
に
射
か
け

ず
こ
の
日
の
戦

い
が
止
み
ま
し
た
が
、
秀
衡

軍
の
死
者
が
千
余
人
も
あ

っ
た
と

『前
太
平

記
」

に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
源
氏
兵
は
少
な

い
負
傷
で
終
わ

っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

源
氏
の
敗
北
す

そ
の
後
も
戦

い
が
度
た
び
続
き
月
日
も
十

も
ま
た
凶
作
で
し
た
。
日
照
り
が
続

い
た
と

思
う
と
、
大
雨
が
何
日
も
続
く
と

い
う
状
態

で
稲
は

一
向
に
実
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

上
九
月
の
末
か
ら
雪
が
降
り
だ
し
源
氏
の
陣

屋
も
軒
ま
で
雪
に
埋
ま

っ
て
し
ま

い
ま
す
。

兵
糧
は
少
な
く
な

っ
て
い
き
ま
す
が
、
そ
の

運
搬
に
弱
り
果
て
て
し
ま

い
ま
す
。

十
月
十
二
日
の
午
後
八
時
頃
に
源
氏
の
対

陣
に
失
火
が
あ
り
、
二
十
余
か
所
か
ら
火
が

あ
が
り
ま
し
た
。
務
た
■
静
ら
が

「
ス
ワ
、

敵

の
夜
討
ち
だ
」
と
大
声
で
逃
げ
回
り
ま
す
。

兵
藤
正
経
が

一
番
に
出
合

い

「敵

の
夜
討
ち

で
は
な

い
。
早
く
火
を
消
せ
。」
と
消
火
に
勤

め
ま
す
が
、
折
か
ら
の
嵐
に
火
は
ま
す
ま
す

激
し
く
手

の
付
け
よ
う
が
な
く
、
た
だ
「
ア
レ

こ
れ
を
見
て
秀
衡

の
城
中
か
ら

「
ソ
レ
、

敵

の
敗
北
の
時
が
き
た
ゾ
。
打

っ
て
出

ヨ
。
」

と
、
四
方
の
木
戸
を
開
い
て
討

っ
て
出
て
射

手
を
先
に
進
め
て
攻
め
た
て
る
始
末
で
し
た
。

源
氏
も
猛
火

の
下
か
ら
切

っ
て
出
て
戦

っ
た

の
で
、
陣
や
役
所
は
全
部
焼
け
て
し
ま

い
ま

し
た
。
そ
の
た
め
貯
え
て
置

い
た
兵
糧
二
千

両
将
義
光

・
義
忠
も
こ
れ
に
は
ど
う
す
る

こ
と
も
出
来
ず
、
三
万
余
騎
を
五
手

に
分
け

て
武
衡

・
秀
衡

の
軍
を
取
り
囲
む
よ
う
に
攻

め
た
て
敵
軍
を
木
戸
の
内
に
逃
が
し
、
後
日

を
期
し
て
国
府

へ
引
き
上
げ
る
こ
と
に
し
た

の
で
し
た
。
源
軍
の
敗
北
で
す
。

鬼
丸

・
蜘
蛛
切
の
こ
と

一
方
国
府

の
義
家

の
病
気
は
名
医

の
良
薬

も
、
験
者

の
秘
法
も

一
向
に
効
き
目
が
な
く
、

病
気
は
ま
す
ま
す
重
く
な
る
ば
か
り
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
不
思
議
に
も
十
月
十
二
日
の

午
後
八
時
頃
将
軍
の
病
気
が
夢
か
ら
覚
め
た

よ
う
に
寒
熱
も
去
り
起
居
も
平
常
通
り
に
全

快
し
た
の
で
し
た
。
こ
れ
は
源
軍
の
敗
北
と

一
体
何
が
原
因
な
の
で
し
ょ
う
か
。
義
家

の
父
頼
義
が
死
に
際
し
て
義
家
に
源
氏
の
重

宝
と
し
て
鬼
丸
と
蜘
妹
切

の
二
本
の
名
剣
を

授
け
ま
し
た
。
義
家
は
そ
れ
を
肌
身
は
な
さ

ず
持

っ
て
い
た
の
で
す
が
、
義
光
に
戦
場

の

護
身
と
し
て
蜘
蛛
切
の
霊
剣
を
預
け
ま
す
。

ま
た
、
武
衡

・
秀
衡
が
国
府
を
襲
撃
し
た
際

に
義
忠
が

一
方

の
攻
撃
将
を
受
け
、
義
家
将

軍
に
鬼
丸
を
所
望
し
ま
し
た
。
そ
の
後
義
家

が
病
気
に
な

っ
た
の
で
す
。
義
家

の
奥
方
が

京
都
の
僧
侶

の
占

い
に
よ

っ
て
そ
の
崇
り
に

よ
る
も
の
だ
と

い
う
こ
と
で
、
奥
州

の
戦
場

に
使

い
を
出
し
て
、
こ
の
二
剣
を
返
し
て
も

す
。
十
月
十
二
日
の
源
軍
の
敗
北
は
こ
の
故
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市浦村の人口と世帯数  平成10。 1.1現在情報をお寄せください

しらせ
役場の電話は62-2111

3月 1日 より携帯電話から 119

番通報ができるようになります。

次のことに気をつけて、あわてな
いで正確に場所などを確認して通

報して下さい。
●携帯電話からの通報であること

を伝えてください。
●車などで移動しながらの通報は、

途中で電話が途切れたり、また

電話に気を取られ交通事故の原

因になりやすいので、車を止め

て通報してください。
●災害場所が不明な場合は、近く

の目標になる建物や看板などを

確認したり、付近の住民から聞
いて通報してください。
●あなたの名前を教えてください。
●携帯電話の番号を教えてくださ

● 119番 通報後は、消防側から
問い合わせのため再度呼び出し

をすることがありますので、電

源を10分程切らないでくださ

金木町 。中里町・市浦村からの

携帯電話 119番 通報は、五所川
原消防本部につなが ります。

)お問い合わせ先
津軽北部広域事務組合消防本部

警防課

57-2744番

この度青森県交通事故相談所で

は、平成 10年度定例巡回相談所
を別紙日程により開設することと
なりました。開催場所及び開設日
時は次のようになっていますので、
お気軽にご相談ください。
)開催場所
五所川原市役所民生福祉部
親切サービス課
>開 催 日
4月・・̈・・…・14日、28日
5月 ……・・・・・12日 、26日

6月・・……・9日 、23日

7月 ………・14日 、28日

11月・・……。10日 、24日

12月 ………・8日 、22日

1月 ………。12日 、26日

2月 ……… 9日 、23日

3月 ………。9日 、23日

)開催時間
いずれも午前10時から

午後 3時 まで
レお問い合わせ先

青森県交通事故相談所

>電話番号

平成 10年度の赤十字社員増強
・社資増収運動が今年も2月 1日

から展開されています。

同運動の目標額は、郡市地区・

町村地区の一般社資目標額を昨年

度と同額とし、支部直轄の法人社

資目標額を 100万 円増額した 2
億 1千 600万 円です。
近年の自然災害の多発化および

大規模化に対する災害救護組織と

しての機能充実および災害救護資

材の整備や、超高齢化社会の対応

として社会福祉事業の充実を図る

など、 5つの重点事業の実施を目
的に (市・町・村)民への協力を
呼びかけています。

日本赤十字社では、基本原則で

もある「中立」を遵守するため、

財政面における独立と自主性を保

っており、そのために事業資金を

政府の補助金等公費に頼るのでは

なく、社資で賄っていることを県

民の皆様にはご理解いただき、同

運動へのご協力をお願い申しあげ

ます。

)お問い合わせ先
役場住民福祉課

平成 9年分の所得税の確定申告
は、 2月 16日 (月 )か らスター ト
です。

なお、期限の3月 16日 (月 )まで
に申告をしなかったり、誤った申
告をしますと、本来の税金だけで
なく加算税や延滞税も納めなけれ
ばなりません。
レお問い合わせ先
五所川原税務署総務課
>電話番号
34-3136番
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新
聞
等
で
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
、
今
年
は
今
ま
で
人
間
に
は

う

つ
ら
な

い
と
考
え
ら
れ
て
い
た

″鳥
″の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
海
外
で

出
現
す
る
な
ど
、
毎
年
新
し
い
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
は
老
人
保
健
施
設
等
で

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
、
低
抗

力
が
弱
い
お
年
寄
り
が
亡
く
な
る
な

イ

ン
フ

ル

エ
ン
ザ

に
か
か

っ
て

い
る

人

の
鼻

や

の
ど
な

ど

の
粘

膜

に
付

着

し

て

い
ま
す

。

そ

の
人

が
く

し

ゃ
み

や
せ
き

を
す

る

こ
と

で
、

イ

ン

フ
ル

エ
ン
ザ

ウ
イ

ル

ス
は
小

さ

な

し

ぶ
き

の
よ
う

に
な

っ
て
空
気

中

に
漂

い
、

そ

こ
か

ら
別

の
人

に
う

つ
り

ま
す

。

症
状

と

し

て
は
、
急

激

な
発

熱

や

頭
痛

、

腰
痛

や
筋
肉

痛

、

体

の
だ

る

さ
、
併

せ

て
鼻

水

、

せ
き

、

の
ど

の

痛

み
な

ど
が
あ

り
ま
す

。

★
お
年
寄
り
は
特

に
注
意
を
″

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

数
日
で
治
り
ま
す
。

し
か
し
、
単
な
る
か

ぜ
と
は
違
い
、
お
年

寄
り
や
低
抗
力
の
弱

ど
く
な
る
こ
と
が
多

く
、
肺
炎
な
ど
の
合

併
症
を
起
こ
し
て
亡

ま
す
。
★
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
予
防
対
策

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

は
私
達

の
生
活

の
中

で
少
し

で
も
注

意
す

る

こ
と

で
予
防

で
き

ま
す

。

①

外

出

し

た
後

や
食
事

前

に
は
、
手

洗

い
、

ガ

ラ
ガ

ラ
う

が

い
を

す

る
。

②

必

要

な
と

き

以
外

は

人
混

み
を

避

③

十

分
な
睡

眠
、
休
養

を

と

り
、

栄

養

に
気
を

配

る
。

④

お
年

寄

り

や
抵

抗

力

が
弱

ま

っ
て

い
る
人

（心

臓
病

や
腎

臓
病

、
妊

産

婦

な

ど
）

は
、
長

引
く

と
重

症
化

す

る

こ
と

も
あ

る

の
で
、

か
ぜ

の
症

状

が
出

れ
ば
早

め

に
診
察

を

受

け

る
。

★
イ

ン

フ
ル

エ
ン
ザ

の
重

症

化

を

防
ぐ

に
は
予
防
接

種

を

′

人

工
的

に
体

に
イ

ン

フ
ル

エ
ン
ザ

の
抗
体

を

与
え

て
免

疫

を

つ
け
、

イ

ン
フ
ル

エ
ン
ザ

に
か

か
り

に
く

く
す

る

の
が

予
防
接

種

で
す

。

イ

ン

フ
ル

エ
ン
ザ

ウ
イ

ル

ス
は
毎

年

、

そ

の
性

質

を
変

え

て
発
生

し

、

予
防

接
種

に
使

わ

れ

る

ワ
ク
チ

ン
は

そ

れ

に
合

わ

せ

て
作

ら

れ

て

い
ま
す

。

イ

ン

フ
ル

エ
ン
ザ

の
予
防
接

種

は
、

任
意

の
予
防

接
種

⌒本

人

の
意

志

に

よ

る
も

の
）

で
す

の
で
、
希

望

す

る

場
合

は
医

師

と
相
談

し

た

上

で
接

種

す

る

こ
と

が
望

ま
し

い
で
し

ょ
う

。

▼
お

誕

生

▼
ご

結

婚

▼
お
く
や
み 祐

（相

内

）

勝

奈

（相
内

）
勝

人

（十

三
）
秋

蟹

（相

内

）
恵里こ0こ 0こ こ         海

＝
６５
～

亡聰
～
４
虚
齢


